
共創的視野を持ったグローバル科学技術人材育成のための教育カリキュラムの開発と普及

熊本県立熊本北高等学校 イノベーションハイスクール事業の概要

【現在】Ⅱ期を終えた熊北ＳＳＨ

応援・期待され、頼られるＳＳＨに
保護者や生徒、地域からの期待・応援 ／ 校内の総合的な探究等を支援・連携

・生徒の興味･関心をベースとした課題研究の積み重ね ・県内唯一の英語科としての実績
・オンライン及び職員研修ワークショップの先進校として九州ＳＳＨ指定校を牽引

熊本北高の強み
・３学科３年間の課題研究のための校内体制を確立 ・ハイブリッド型国際科学フォーラムの実現

・他校への成果普及や国内外の学校、大学等との共同研究の実現

熊本北高Ⅲ期の挑戦

【目指す姿】Ⅲ期を終えた熊北ＳＳＨ

地域拠点校として応援・期待され、頼られるＳＳＨへ
課題研究指導者養成拠点 ／ 科学英語教育推進拠点 ／ 共創的科学人材育成拠点

◎探究の過程で育む熊北ＳＳＨの６つの資質・能力

KUMAKITA TS(テーマ設定）法の過程

未来を切り拓く１８歳
熊本北高のグランドデザイン 共創的視野を持った

グローバル科学技術人材へ

SSH事業を通して育てる生徒像

SSH事業
探究型授業

※1 １～２ヶ月に１度の全職員参加型ワークショップを、１年半継続して実施し作成 ※2 熊本北高校で開発した課題研究支援に関わる方法一式 ※3 様々な立場で連携・協力して課題研究を推進する共創的支援体制
※4 課題研究を中心としたSSH事業を通して育った卒業生の姿から作成。全てのSSH事業がKUMAKITAルーブリックと繋がるよう整理 ※5 主体性を発揮し積極的に研究を進め大学進学等へと繋がった実践事例から抽出したテーマ設定方法

※1 ･･･

･･･

･･･

Ｃ★「KITAco-creation(共創的課題研究支援体制)※３」
の開発
・違いを認め違いから学び、新たな価値を創造できる科学技術人材を育成

・KUMAKITAﾙー ﾌ゙ ﾘｯｸ※４を共有ﾋ゙ ｼ゙ ｮﾝに、大人も学び合い支え合う学校・地域へ

研究開発：

Ｒ★課題研究の拡充と「KUMAKITA
ﾒｿｯﾄﾞ(課題研究支援パッケージ)※２」の普及
・課題研究を通して生きる力を育み、自分らしく生きられる生徒を育成

Ｌ★グローバルサイエンスリーダー育成
のための教育プログラムの開発
・全員参加型で、オンラインも活用し、国際性・科学英語運用力を向上

・大学や研究機関と連携し、先端科学に向き合う姿勢を育む

第Ⅲ期研究開発題名：

《学校全体で育成する資質・能力》 《SSH事業で育む資質・能力》

共
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対 象 取 組（例） 成 果（例）

学
校
内

生徒✕生徒 グループ内のテーマの練り上げ 新テーマの創出
教科✕教科 SSH合教科授業 探究型授業推進
学科✕学科 違いを認め強みをいかすための

合同研究発表会・勉強会
共通課題に様々 な視点からの取組

学
校
外

熊北✕専門高校等 共同研究への発展
熊北✕大学 高大共創ワークショップ 共通認識と評価法研究
熊北✕大学・企業等 課題研究の支援（共同研究） 課題研究の質の向上
熊北✕地域社会 まちづくりｾﾝﾀーと連携 地域課題解決
熊北✕海外校 シンガポールのSSTと共同研究 グローバルな課題への取組

（２年文系・英語科）

❶KUMAKITA TS法※5によるテーマ設定支援
在り方・生き方と不可分な課題発見を支援。

❷デジタル活用支援
デジタルアーカイブの先輩の論文や実験
機器解説動画で、研究遂行を支援。

❸データ活用力の養成
先入観無しにデータと向き合う態度を養成。
データロガーを自作し、データを収集してデータ活用力を養成。

❹KITAco-creationでの、合同発表会や共同
研究による多面的思考力の育成
様々な立場の人との議論により、多面的思考力を育成。

❺論文・発表への支援
過去の指導例から作成したチェックリストを用い
自律的改善による科学的表現力向上を支援。

❻ハイブリッド型国際科学フォーラム
SSH生徒委員が運営を担い、まずは理数科・
英語科で実施し、科学英語運用力を育成。

KITAco-creationの取組
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個・ｸ゙ﾙー ﾌ゚・
学科間で共創

個の確立

★Ｒ:Reserch(課題研究)、Ｌ:Leadership(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｲｴﾝｽﾘｰﾀﾞｰ)、Ｃ:Co-Creation（共創的体制）

しなやかな心

創造的思考力

主体性

研究遂行力(❷) 科学的表現力(❺)

課題発見力(❶) 科学英語運用力(❻)

データ活用力(❸) 多面的思考力(❹)


